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背景：論文調査の必要性背景：論文調査の必要性

44年生以降の研究に、年生以降の研究に、

論文調査は不可欠。論文調査は不可欠。
論文調査

研究内容決定

理論構築
実験

シミュレーション

論文調査

手法、内容
の修正

研究の流れ

まず研究内容を決めるまず研究内容を決める
には論文調査が必要。には論文調査が必要。

それ以降も定期的に調それ以降も定期的に調
査を行い、作業や研究目査を行い、作業や研究目
的の見直しを行う。的の見直しを行う。
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背景：論文調査の必要性②背景：論文調査の必要性②

特に重要な目的として特に重要な目的として

•• 自分の研究に応用できる手法や技術の調査。自分の研究に応用できる手法や技術の調査。

•• 自分と似た研究をしている人の進行状況、流行自分と似た研究をしている人の進行状況、流行
の確認。の確認。

•• 自分が論文を書く際の語彙、言い回しの習得。自分が論文を書く際の語彙、言い回しの習得。

定期的な調査の定期的な調査の不足不足によってによって
••他人の過去の業績と同じ研究を行う。他人の過去の業績と同じ研究を行う。

••新しく有効な手法に乗り遅れる。新しく有効な手法に乗り遅れる。

••研究分野における孤立化。研究分野における孤立化。
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背景：論文調査の必要性③背景：論文調査の必要性③

さらに現代ではインターネットによる世界的なさらに現代ではインターネットによる世界的な
情報共有が可能となった。情報共有が可能となった。

現代の研究者は、常に世界中の論文をチェッ現代の研究者は、常に世界中の論文をチェッ
クしなければ乗り遅れてしまう。クしなければ乗り遅れてしまう。

莫大な時間、
費用が必要

手間を減らすために
論文検索サイトを利用
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SCOPUSSCOPUSについての概要についての概要

論文検索・研究支援サイト論文検索・研究支援サイト

論文検索論文検索
•• 16,50016,500誌以上のジャーナル誌以上のジャーナル（雑誌）（雑誌）を収録を収録

•• アメリカ・ヨーロッパ・日本アメリカ・ヨーロッパ・日本の特許情報を収録の特許情報を収録

研究支援（要登録、研究支援（要登録、無料無料））
•• 論文検索履歴保存論文検索履歴保存

•• メール・メール・RSSRSSアラートアラート

•• 検索履歴の他者との共有検索履歴の他者との共有
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ScopusScopusの特徴の特徴

規模：規模：

•• できるだけ広い領域をカバーすることを目指しており、雑できるだけ広い領域をカバーすることを目指しており、雑
誌数は現状で誌数は現状で16,50016,500を超えを超える。る。

•• 追加についても追加についても20082008年は年は1,0001,000件程度、採択率件程度、採択率6060％％
((高い高い))。。

目的：目的：

•• ScopusScopusは研究者のは研究者の評価基準評価基準となることを目指しており、となることを目指しており、

被引用分析や著者分析が充実している。被引用分析や著者分析が充実している。

大きな大きな欠点：欠点：

•• 引用文献が引用文献が19961996年以降の論文に限られる年以降の論文に限られる。。
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他の論文検索サイトとの比較他の論文検索サイトとの比較

論文検索サイト全般の傾向論文検索サイト全般の傾向

•• 現状では各検索サイトは分野によって得手不得手がある。現状では各検索サイトは分野によって得手不得手がある。

•• 検索サイトの方針と得意分野を把握して使い分けるのが検索サイトの方針と得意分野を把握して使い分けるのが
最善。最善。

Web of scienceWeb of science（大規模・精鋭）（大規模・精鋭）

•• Scopus Scopus と同じく世界規模かつ理学、工学、社会科学と同じく世界規模かつ理学、工学、社会科学とと

いった広い分野を網羅。いった広い分野を網羅。

•• 資料の質を重視（影響の少ない論文は載せない）。資料の質を重視（影響の少ない論文は載せない）。

•• 11年間で追加される新雑誌は申し込み約年間で追加される新雑誌は申し込み約10001000件の内件の内
10%10%少々少々。。
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他の論文検索サイトとの比較②他の論文検索サイトとの比較②

Google Google scholerscholer（大規模・簡単・無料）（大規模・簡単・無料）
•• 検索検索単語の単語の柔軟性に優れる。柔軟性に優れる。

•• 引用文献などの研究支援はない。引用文献などの研究支援はない。

•• 検索分野にむらがあることが指摘されている。検索分野にむらがあることが指摘されている。

ScienceDirectScienceDirect（無料・全文掲載）（無料・全文掲載）
•• ScopusScopusのうち、のうち、PDFPDFで閲覧可能な文献を集めたもの。で閲覧可能な文献を集めたもの。

•• すぐに情報がほしい場合はすぐに情報がほしい場合はScopusScopusよりも使いやすい。よりも使いやすい。

•• 編集会社が権利をもつ論文のみ。編集会社が権利をもつ論文のみ。

CiNiiCiNii（日本語中心）（日本語中心）
•• 日本語論文に関しては、日本語論文に関しては、ScopusScopusは使えないは使えないため、日本の検索サイトため、日本の検索サイト

を利用する。を利用する。

•• ほぼ全分野を網羅しているが、最新の論文は各学会のほぼ全分野を網羅しているが、最新の論文は各学会のHPHPのほうがのほうが
掲載が早い。掲載が早い。
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ScopusScopusによるによる論文検索論文検索方法方法

キーワードによる各種検索が可能キーワードによる各種検索が可能

•• キーワード、著者、フレーズキーワード、著者、フレーズ etc.etc.

GoogleGoogle検索ほどに汎用性はないので注意検索ほどに汎用性はないので注意

•• 単数・複数・所有格は自動検索単数・複数・所有格は自動検索

•• ワイルドカード検索はワイルドカード検索は**が必要が必要

•• フレーズ検索はフレーズ検索は“”“”で囲むで囲む

•• 複数語検索は複数語検索はANDANDなどでつなぐなどでつなぐ
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ScopusScopusによる論文検索による論文検索

重要項目重要項目

②②検索ボックス検索ボックス

①①検索方法タブ検索方法タブ

③期間条件③期間条件

④検索スイッチ④検索スイッチ
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論文検索結果論文検索結果

検索結果の主要情報検索結果の主要情報

・・キーワード：キーワード：

再検索を行える。再検索を行える。

・アクションボタン：・アクションボタン：
・まとめて印刷などが可能・まとめて印刷などが可能

・閲覧ボタン・閲覧ボタン

・・タイトル、著者、抄録タイトル、著者、抄録

・・被引用数：被引用数：

多くの他の論文に引用されてい多くの他の論文に引用されてい
る場合、その分野の源流、あるる場合、その分野の源流、ある
いは主流とされている研究と見いは主流とされている研究と見
てよい。てよい。
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検索レコード検索レコード

各論文各論文の主要情報の主要情報

②②タイトル、著者、タイトル、著者、概要概要

③③キーワード：キーワード：

④④引用論文：引用論文：

⑤⑤被引用被引用論文論文：：

①アクションボタン①アクションボタン
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ScopusScopusの発展的な使い方の発展的な使い方

被引用数の活用被引用数の活用

••ひとつの検索システムに多数の論文が収ひとつの検索システムに多数の論文が収
録されて可能になった新しい機能。録されて可能になった新しい機能。

••多くの人に引用されている文献は影響力が多くの人に引用されている文献は影響力が
大きく、その分野の主流と考えられる。大きく、その分野の主流と考えられる。

••質の高い論文と低い論文を見分けるの質の高い論文と低い論文を見分けるの
はは((学生には学生には))難しい。難しい。
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ScopusScopusの発展的な使い方②の発展的な使い方②

メール・メール・RSSRSSアラートアラート

登録しておいた情報を自動的にメール、登録しておいた情報を自動的にメール、RSSRSS
で配信するサービスで配信するサービス

••以前検索した結果に新しい論文がデータベースに以前検索した結果に新しい論文がデータベースに
加わった場合加わった場合

••登録しておいた論文を引用した論文が加わった場登録しておいた論文を引用した論文が加わった場
合合

••登録しておいた著者を含む論文が加わった場合登録しておいた著者を含む論文が加わった場合



1616

参考文献参考文献

ScopusScopusクイックリファレンスガイドクイックリファレンスガイド

•• 使い方がうまくまとめてあり、オススメ。使い方がうまくまとめてあり、オススメ。

海外二次情報データベースの最近の動向海外二次情報データベースの最近の動向

ライフサイエンス分野における引用文献デーライフサイエンス分野における引用文献デー
タベースの比較と有用性タベースの比較と有用性


